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三
鷹
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
12
年
間「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
を
基
盤
と
し
た
小
・
中
一
貫
教
育
」を
進
め
、
学
校
と

保
護
者
、
地
域
と
の
連
携
や
協
働
に
よ
り
、
児
童
・
生
徒
の
学

力
、
人
間
力
、
社
会
力
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
今
で
は
、
学
校

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
年
間
２
万
人
を
超
え
、
小
・
中
学
校
の

不
登
校
数
が
始
め
る
前
と
比
べ
て
９
割
減
少
し
、
東
京
都
の
平

均
の
10
分
の
１
と
な
る
な
ど
安
心
し
て
通
え
る
学
校
と
な
っ
て

い
ま
す
。

国
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
三
鷹
市
な
ど
の
自
治
体
で
の

成
果
を
踏
ま
え
、
平
成
29
年
４
月
に
は
、
学
校
運
営
協
議
会
の

設
置
の
努
力
義
務
化
や
二
つ
以
上
の
学
校
で
の
学
校
運
営
協
議

会
の
設
置
を
、
平
成
28
年
４
月
に
は
、
義
務
教
育
学
校
や
小
中

一
貫
型
小
学
校
・
中
学
校
の
設
置
を
そ
れ
ぞ
れ
可
能
と
す
る
法

令
改
正
を
行
い
ま
し
た
。
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
を
推
進
す
る
人

的
支
援
、
財
政
的
支
援
も
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
三
鷹
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
を
追
い
風
と

し
て
さ
ら
に
こ
の
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
、
子
ど
も
た
ち
の
確

か
な
成
長
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
一
つ
目
は
、
三
鷹
市
の
公
立

小
中
学
校
を
小
中
一
貫
型
小
学
校
・
中
学
校
と
す
る
と
と
も
に
、

新
学
習
指
導
要
領
を
踏
ま
え
た
９
年
間
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
践

し
て
い
き
ま
す
。
三
鷹
市
の
小
・
中
一
貫
教
育
は
、
既
存
の
小

学
校
、
中
学
校
を
生
か
し
な
が
ら
、
系
統
的
で
連
続
性
の
あ
る

９
年
間
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
中
心
に
相
互
乗
入
れ
授
業
や
小
学
校

で
の
教
科
担
任
制
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
113
名
の
教
員
・

学
識
者
で
構
成
す
る
作
成
委
員
会
と
13
の
教
科
・
領
域
部
会
で

検
討
し
、
子
ど
も
た
ち
が
身
に
付
け
る
資
質
能
力
を
そ
れ
ぞ
れ

の
教
科
の
見
方
・
考
え
方
を
踏
ま
え
て
内
容
別
に
系
統
立
て
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
改
訂
し
ま
し
た
。
こ
の
９
年
間
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
基
に
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
の
つ
ま
ず
き
を
解
消
し
、
見

通
し
を
も
っ
た
質
の
高
い
授
業
に
し
て
、「
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
」を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

二
つ
目
は
、
学
園
の
一
体
感
を
さ
ら
に
強
め
る
改
正
で
す
。

学
校
ご
と
の
学
校
運
営
協
議
会
を
学
園
単
位
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
委
員
会
に
一
本
化
す
る
と
と
も
に
、学
園
長
の

権
限
の
明
確
化
や
学
園
で
の
小
・
中
学
校
教
員
兼
務
発
令
を
行

う
ほ
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推
進
員
を
順
次
配
置
し
、

学
校
と
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
を
強
化

し
て
い
き
ま
す
。
併
せ
て
、
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
発
行
や
Ｃ

Ｓ
ガ
イ
ド
の
改
訂
な
ど
情
報
発
信
、
情
報
共
有
を
充
実
す
る
と

と
も
に
、
学
園
ご
と
の
企
画
提
案
予
算
の
活
用
促
進
な
ど
、
学

校
や
保
護
者
、
地
域
の
み
な
さ
ま
が
や
り
が
い
を
持
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
の
成
長
に
つ
な
が
る
活
動
を
さ
ら
に
充
実
・
発
展
し

て
い
け
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
支
援
、ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

三
鷹
の
教
育
を
さ
ら
に
前
へ教育委員会

教育長

髙
た か

部
べ

　明
あ き

夫
お

教
育
委
員
会
で
は
、
毎
月
、
定
例
会
を
開
催
し
、
基

本
方
針
の
決
定
、
規
則
等
の
制
定
改
廃
、
教
科
書
の

採
択
な
ど
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
訪
問
を
実
施
し
、
学
校
経
営
・
授
業
な
ど

に
対
し
指
導
・
助
言
を
行
う
ほ
か
、学
校
保
護
者
と
の

懇
談
会
や
学
校
の
研
究
発
表
会
、
都
内
教
育
委
員
会

相
互
の
連
絡
会
に
出
席
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
い
、

学
校
の
状
況
や
教
育
行
政
を
め
ぐ
る
諸
課
題
の
把
握

に
努
め
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
の
会
議
の
開
催
予
定
や
会
議
録
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
下
半
期
の

主
な
審
議
案
件
と
活
動

教
育
委
員
の
主
な
活
動

10
月 

○
教
育
長
の
三
鷹
市
土
地
開
発
公
社
理
事
の
兼
職
の

承
認

●
東
京
都
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
管
外
視
察
研

修 

出
席

●
東
京
都
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
第
４
ブ
ロ
ッ

ク
研
修
会 

出
席

●
学
校
訪
問（
中
原
小
学
校
）

11
月 

○
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
見
積
書

●
市
町
村
教
育
委
員
会
研
究
協
議
会 

出
席

●
学
校
訪
問（
羽
沢
小
学
校
）

12
月 

○
三
鷹
市
立
図
書
館
の
基
本
的
運
営
方
針

○
三
鷹
市
文
化
財
保
護
審
議
会
へ
の
諮
問

○
校
長
人
事
の
内
申

●
教
育
委
員
会
と
教
員
と
の
学
校
に
お
け
る
働
き
方

改
革
に
関
す
る
懇
談
会

●
第
２
回
総
合
教
育
会
議 

出
席

1
月 

○
平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
見
積
書

○
三
鷹
市
登
録
有
形
文
化
財
の
登
録
の
抹
消　

●
東
京
都
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
常
任
理
事
会
・

理
事
会
・
理
事
研
修
会 

出
席

●
学
校
訪
問（
井
口
小
学
校
）

●
教
育
委
員
会
と
市
立
小
・
中
学
校
の
保
護
者
代
表

と
の
教
育
に
関
す
る
懇
談
会

2
月 

○
平
成
30
年
度
基
本
方
針
の
承
認

○
三
鷹
市
非
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
条
例
の
一
部
改
正
の
申
出

○
三
鷹
市
教
育
委
員
会
職
員
の
臨
時
的
任
用
に
関
す

る
規
則
の
一
部
改
正

○
三
鷹
市
立
小
・
中
学
校
卒
業
式
及
び
入
学
式
に
使

用
す
る
告
辞
文（
協
議
）

○
校
長
人
事
の
内
申

○
副
校
長
人
事
の
内
申

●
東
京
都
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
研
修
会 

出
席

●
市
町
村
教
育
委
員
研
究
協
議
会 

出
席

3
月 

○
三
鷹
市
立
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
プ
ラ
ン

○
三
鷹
市
公
立
学
校
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規
則
の

一
部
改
正

○
三
鷹
市
公
立
学
校
に
お
け
る
学
校
運
営
協
議
会
に

関
す
る
規
則
の
一
部
改
正

（
○
は
会
議
の
案
件
、
●
は
会
議
以
外
の
活
動
）

　
⇨
総
務
課
☎︎
内
線
3
2
1
3

教
育
委
員
会
の

基
本
方
針

２
月
に
開
催
さ
れ
た
教
育
委
員
会
定
例
会
で
、
平
成
30
年
度
基
本
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

⇨
総
務
課
☎
内
線
３
２
１
３

「
い
き
い
き
と
子
ど
も
が
輝
く
教
育
・
子
育
て
支
援
の
ま
ち
づ
く
り
」 

「
創
造
性
と
豊
か
さ
を
ひ
ろ
げ
る
生
涯
学
習
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」

基礎的な素養を身に付け、自立した一人の人間として考え判断し、
豊かに力強く生きていくための総合的な力
社会とのかかわりをもち、社会の一員としての役割を果たしつつ、
適切な人間関係を結び、生きていく力

教
育
委
員
会
の
行
政
の
基
本
目
標

平成
30年度「

三
鷹
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
2
2（
第

１
次
改
定
）」及
び「
三
鷹
市
生
涯
学
習
プ

ラ
ン
2
0
2
2（
第
１
次
改
定
）」に
基
づ
き
、

次
に
掲
げ
る
７
つ
の
施
策
目
標
を
柱
に
、

具
体
的
な
施
策
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
充
実
・

発
展
さ
せ
、
地
域
と
と
も
に
子
ど
も
た

ち
を
育
て
る
学
校
を
つ
く
り
ま
す
。

三
鷹
型
の
小
・
中
一
貫
教
育
を
充

実
・
発
展
さ
せ
、
連
続
性
と
系
統
性
の

あ
る
学
習
を
保
障
し
、
子
ど
も
た
ち
の

義
務
教
育
９
年
間
の
学
び
と
15
歳
の
姿

に
責
任
を
も
っ
た
教
育
を
実
現
し
ま
す
。

学
園
・
学
校
経
営
を
円
滑
か
つ
効
果

的
に
推
進
で
き
る
よ
う
、
改
善
・
充
実

を
図
り
、
教
員
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
等
を

通
し
て
、
三
鷹
に
ふ
さ
わ
し
い
教
員
を

養
成
・
育
成
し
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び

を
よ
り
一
層
豊
か
に
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
委
員
会
は
、「
三
鷹
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
2
2（
第
１
次
改
定
）」に
基
づ
き
、「
人
間
力
」と「
社
会

力
」を
兼
ね
備
え
た
子
ど
も
の
育
成
を
目
指
し
学
校
教
育
を
推
進
し
ま
す
。
国
の
法
改
正
を
生
か
し
、
法
制

度
上
位
置
付
け
ら
れ
た「
小
・
中
一
貫
教
育
校
」や「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
委
員
会
」と
し
て
、よ
り
一

体
感
の
あ
る
学
園
経
営
と
持
続
可
能
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

「
三
鷹
市
生
涯
学
習
プ
ラ
ン
2
0
2
2（
第
１
次
改
定
）」に
基
づ
き
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
あ
っ
た
方
法

に
よ
り
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
生
涯
学
習
社
会
の
構
築
に
向
け
て
、
市
長
部
局
と
の
密
接
な
連
携
に
よ
り
、
市

民
の「
学
び
と
活
動
の
循
環
」を
推
進
し
ま
す
。

地
域
と
と
も
に
、協
働
す
る

教
育
を
進
め
ま
す

小
・
中
一
貫
し
た
質
の
高
い

学
校
教
育
を
推
進
し
ま
す

学
校
の
経
営
力
と
教
員
の

力
量
を
高
め
、特
色
あ
る

学
園
・
学
校
づ
く
り
を

進
め
ま
す

主
要
な
施
策
・
予
算
の
概
要
は
2
面
で
紹
介
し
ま
す

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
既
存
の
地

域
社
会
の
全
て
の
力
を
結
集
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
た
協
働
を
進
め
、

地
域
を
つ
な
ぐ
、
学
校
を
核
と
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創
造
し
ま
す
。

地
域
を
つ
な
ぐ
拠
点
と

な
る
学
校
を
つ
く
り
ま
す

生
涯
学
習
社
会
の
構
築
に
向
け
て
、

市
長
部
局
と
の
連
携
に
よ
り
、
生
涯
学

習
を
支
援
す
る
環
境
の
整
備
と
施
策
の

充
実
を
図
り
、
市
民
の「
学
び
と
活
動

の
循
環
」を
推
進
し
ま
す
。

市
長
部
局
と
の
連
携
に
よ
り
、

生
涯
学
習
の
総
合
的
な

推
進
を
図
り
ま
す

多
様
な
利
用
者
の
生
涯
学
習
活
動
を

支
え
る
地
域
の
情
報
拠
点
と
し
て
、
図

書
館
機
能
の
充
実
と
改
善
を
図
り
ま
す
。

地
域
の
情
報
拠
点

と
し
て
の
図
書
館
活
動
を

推
進
し
ま
す

子
ど
も
た
ち
が
安
全
・
安
心
な
気
持

ち
で
快
適
に
過
ご
せ
、
効
果
的
な
学
習

が
で
き
る
教
育
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

安
全
で
快
適
な
、充
実
し
た

教
育
環
境
を
整
え
ま
す

● 自分を愛し、他人を愛し、三鷹を愛する人　　 
● 確かな学力と健康でたくましい心身を備え、自ら学び続ける人
●  規範意識を備え、社会の一員として自ら責任ある行動がとれる人
● 自分の考えをもち、他者と豊かなコミュニケーションがとれる人
● 国際的な視野とチャレンジする心をもち、積極的に社会や地域に貢献できる人

目指す子ども像

●「人間力」

●「社会力」


